
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年２組 松永 奈津帆さん 
部活動で良い成績を残したい。自分 

の課題を見つけ改善する。テストの 

点数を安定させたい。予習復習を多 

くする。東雲祭など集団行動を通し 

て協調性や団結力を身に付けたい。 

２年１組 宮本 瑞生さん 
勉強と部活動を頑張りたい。授業で 

分からなかったところは、その日の 

うちに復習する。部活動では、副主 

将としてチームをしっかり支え、一 

つでも多く勝利したい。 

３年２組 飯田 眸生さん 
受験勉強を頑張りたい。授業を大切 

にするとともに隙間時間を見つけて 

勉強する習慣をつけたい。野球では 

チームの勝利に貢献できる選手にな 

りたい。声かけや協力プレーを大切 

にし、自分ができることを考える。 

３年２組 中久喜 琴心さん 
自ら率先して自分のため、学校のた 

めに進んで行動したい。自分自身が 

しっかりと校則を守り、気持ちのよ 

い挨拶を心掛ける。挨拶ができる人 

を増やし学校全体が明るい雰囲気に 

なるようにしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校訓「質実剛毅」  
まだ、暑さが残っていますが、二学期が始まりました。夏休み中、大きな怪我や事故

もなく皆さんが元気に９月を迎えることができたことをとても嬉しく思います。 

一学期の終業式に、皆さんに守ってもらいたいことの頭文字をとって「あ・い・す」

の話をしました。 

「あ」は「「甘い誘いにはのらない」。闇バイト、SNS 等でのトラブル、いじめ案件などで

自分自身が損をしないように。「い」は「（自分の）命を守る」。「す」は「進んで勉強」

でした。これらは、これから先も引き続き心がけてほしいと思います。 

二学期は、修学旅行や校外学習、東雲祭等の学校行事があります。皆さん一人一人が

協力して、きまりを守りながら行事を成功させるという意識で行事に臨んでほしいと思

います。 

３年生は、いよいよ進路選択の時期です。だれもが必ず通らなければならない道です。

悩むこともあると思いますが、先生方やお家の方と相談しながら前進していってくださ

い。 

１「・２年生は、学校において果たすべき役割が大きくなります。今まで以上に自覚と

責任をもち、自分磨きをしてください。 

日々進化する東中生の姿を楽しみにしています。 

                   学校長 櫻井 完介 

８月２日（日）の古紙・アルミ缶回収では、ＰＴＡ本 

部役員をはじめ、保護者及び地域の皆さま、生徒たちの 

協力で、多くの古紙・アルミ缶を回収することができま 

した。生徒の学習活動に還元していきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行 事 予 定 日 曜 行 事 予 定 

1 火 第２学期始業式  1４ 月 
ＳＣ：佐藤先生  

３年修学旅行荷物搬送 7：30～7：45 

３ 木 
第２回５科定期テスト 

⑥避難訓練 
1５ 火 ３年修学旅行（～17日） 

４ 金 短縮日課 14：40、16：10下校 1８ 金 県西新人陸上大会 

５ 土 
第３回 PTA奉仕作業（１，２年） 

サタデースクール（会場：一中） 
19 土 

新人郡大会（2０日予備日） 

サタデースクール（閉講式 会場：東中） 

７ 月 
⑤委員会 ⑥壮行会  

特別支援教育指導員：鈴木先生来校 
21 月 敬老の日 

８ 火 実力テスト 22 火 国民の休日 

９ 水 
短縮日課～10日 

14：40、16：10下校 

23 水 秋分の日 

2４ 木 短縮日課 14：40、16：10下校 

12 土 サタデースクール（会場：東中） 25 金 創立記念日 

夏休み期間を活用し、２年生の職場体験学習を実施しました。12カ所の事業所にご協力をいただ

き、体験することができました。生徒たちは、働く意義や大変さ、楽しさについて体験を通して学ぶ

ことができました。ご協力いただいた事業所に心より感謝申し上げます。

８月６日～８日に関東バドミントン 

大会が水戸市のアダストリアみとアリ 

ーナで開催されました。バドミントン 

クラブチーム所属の３年生古澤 翔さ 

んが出場しました。声を張り上げ、最 

後まで、堂々と戦う姿は素晴らしかっ 

たです。 

が 

 三者面談では、学習面や生活面等について三者で話し合うことができました。また、学校評価では

保護者の方や生徒のみなさんの考えを知ることができました。今後の教育活動に活かしていきます。 


